
     大磯小学校  学校だより   令和７年６月30日 

【学校目標】 おだやかに 自ら学び 共に育つ       校長 成田 麻紀 

 

 毎日暑い日が続いております。梅雨入りをしたと思ったらすぐに「梅雨の中休み」…。10年に１度の高温と 

なるとの天気予報に、恐 と々したのは言うまでもありません。６月は暑くなる前に…と、各学年、校外学習の 

予定を前倒しにし、行事が目白押しの状態でした。昨年度、水泳学習が思うに任せなかったことを受けて、 

町に依頼し、ポートハウスてるがさきの利用を一週間早くしていただきました。これで全学年実施できるだろう 

と考えていたのですが、気温の方までまさかの前倒し。WBGT（熱中症指数）や気温とにらめっこをしながら 

      一つ一つの行事について、実施の可否を考えました。子どもたちの楽しみな気持ちは痛いほどよくわかります。 

      しかし、学校として活動を考えるには、子どもたちの安全を第一に考えねばなりません。残念ながら、中止、延 

      期としたものもありますが、またの機会に期待したいと思います。 

        １年生は、生活科の授業で、「まちたんけん」をしました。 

地域の見守りをしてくださる方々とふれあいながら実施ができ、 

感謝の気持ちを伝えることができました。みんなしっかりと手を 

上げて横断歩道を渡れていて、素晴らしいですね。 

         ３年生はアオバト観察に海岸へ出かけました。「こまたん」 

      のみなさんに教えていただきながら、観察をすることができました。ただ観察に行くのではなく、その前にしっかりと 

アオバトについて教えていただきました。３年生の皆さんと一緒にお話 

を聞いていた先生から、「丹沢が曇っていると、アオバトが出発するのが 

遅くなり、海岸への飛来も遅くなる」と教えてもらいました。 

  今月は素敵なお話がありました。地域の方からのご連絡です。 

16日の昼過ぎ、平塚方面のバスに乗車していたところ、低学年くらい 

（１年生ではない）の女子児童３人くらいが席を譲ってくれたそうで 

す。その方（男性）は、ヘルプマークを付けていて、女子児童はマーク 

を見て、席を譲ってくれたのではないかということでした。とてもうれしくて、わざわざ本校にお電話をくださったとの 

こと。行動した児童の皆さんも素敵ですし、電話をくださったこの男性もとても素敵だなと思います。嬉しい気 

持ちが伝播していきますね。 

 また、登校時には、ゴミを拾ってくれる５年生の男子児童がいます。毎日のように、何かしら拾ってくれていま 

す。誰に言われるでもなく、こうした行動ができる児童たちがいることを、とても幸せに思います。たくさんの児童 

に広まっていくといいな…と願っています。 

 ６月は、なぜか２年生の児童からいろいろとプレゼントされました。どうもありがとう‼ 

   
 


